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海にいる時のサケは、オスとメスの見た目は、ほとんど同じです。
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オス同士のけんかに負けると、メスのようなもように変わります。
これは「まいりました、もうやめて」という意味です。
しかし、本当はあきらめていないオスも中にはいます。

産卵場所にほかのメスがやって来ると、メス同士でけんかをします。
けんか中のメスは、オスのようなもように変わります。
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産卵中に、体のもようを変えるサケ

おとなになり、川に帰ってくる頃になると、オスとメスのちがいがはっきりしてきます。
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